
二宮町高齢介護課 高齢福祉班
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資料１



■ 面積：9.08㎢

■ 人口：27,631人

■ 65歳以上：9,879人

■ 75歳以上：6,082人

■ 高齢化率：35.8％

■ 介護保険認定者数：
約１,852人

■ 介護保険料：月額 5,200円
（全国平均：月額 6,225円）

■ 気温：15.6℃(平成29年中)

※ 令和６年５月１日現在

● にのみや？どんなところ∼？？

きみの ふるさとに なりたい
【二宮町のキャッチフレーズ】
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H27 介護予防・日常生活支援総合事業・包括的支援事業・任意事業改正

少子高齢化が進み、2025年には、団塊の世代が後期高齢者（75歳以
上）に入り、このままでは介護される人が増え、介護する人が足りなくな
ることが予想される。今後も社会情勢や地域の実情に合わせた、高齢者政
策の展開が必要

地域共生社会の実現を目指した地域包括ケアシステムの深化・推進
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令和６年度～ 二宮町高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画より

住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らせるまちづくり

基本目標

特に介護予防・生活支援・地域での支えあいの充実
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制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、
地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながること
で、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を指しています。



■施設・居住系サービス

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療

介護が必要になったら･･･

介 護

日ごろの活動の機会・人との交流の機会
声かけ・見守り・ちょっとしたお手伝い

医療・介護連携（中郡医師会と介護事業所等）

通所・入所

二宮町、社会福祉協議会、
地域包括支援センター

日常の医療：
・かかりつけ医
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

町 民

相 談支 援

■在宅系サービス

介護保険事業者
連絡会

支援の質の向上
業種間のネットワーク作り
業務の効率化

ケアマネジャー

地域ケア会議

認知症地域支援
推進員

生活支援
コーディネーター

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防・地域の支え合い
ケアマネジメント支援
支援ネットワークの構築
地域課題の把握
高齢者個人に対する支援の充実
社会基盤の整理

お互いさま推進協議会、小学校区の協議体、地域の通いの場
民生児童委員、自治会、地区社協、ゆめクラブ、ボランティア、NPO、企業等

医療・介護等の支援ネットワーク構築
認知症対応力向上のための支援
相談支援・支援体制構築

個別支援・
サービスのコーディネート

社会資源の把握
社会資源の充実に向けた取組
課題の抽出・対応策の検討
団体・企業のネットワーク構築

参 加 サポート
支え合い

通院・入院

情報の共有
支 援

相 談
提 案



国の資料を二宮版にアレンジ

３

目指す生活像：
住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らせるまちづくり

専
門
職

地
域
の
助
け
合
い

自
助

介護
予防･
日常
生活
支援
総合
事業

生活
支援
体制
整備
事業

在宅
医療・
介護
連携
推進
事業

認知
症総
合支
援事
業



出典：厚生労働省資料 ４
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在宅医療・介護連携
推進事業

生活支援
体制整備事業

介護予防・日常生
活支援総合事業

認知症総合支援事業

中郡医療・介護連携
支援センター

専門職向け研修会

医療・介護連携における
課題の抽出

医療・介護事業所の
情報集約

初期集中支援事業

ケアパス、ガイドの作成 サポーター養成講座
ステップアップ講座

SOSネットワーク
見守りキーホルダー

「もしも｝

にのにんカフェ、
サポーターのつどい
認知症講演会

ケア会議
お互いさ
ま推進協
議会

地域の通いの場

見守りガイド

いちふく

たんぽぽ

クローバー

運転BO養成講座

ゆめクラブ

介護事業所連絡会

医師会

歯科医師会
薬剤師会 認知症サポーター

ボランティア

シルバー
人材センター

地区社協

生活支援
コーディネーター

介護予防
ケアマネジメント

訪問・通所型
サービス

共有・融合

町・包括
方向性の検討

援認知症地域支援推進員

ほほえみの会

民生児童
委員

認知症サポート医

企業



生活支援体制整備事業の定義（介護保険法第 115 条の 45 第２項第５号）

単身や夫婦のみの高齢者世帯、認知症の高齢者が増加する中、医療、介護のサービ
ス提供のみならず、地域住民に身近な存在である市町村が中心となって、 NPO 法人、

民間企業、協同組合、ボランティア、社会福祉法人、社会福祉協議会、地縁組織、介護
サービス事業者、シルバー人材センター、老人クラブ、家政婦紹介所、商工会、民生委
員等の生活支援サービスを担う事業主体と連携しながら、多様な日常生活上の支援体
制の充実・強化及び高齢者の社会参加の推進を一体的に図っていくことを目的とする。
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ポイント
●高齢者が住み慣れた地域で元気に暮らし続けられるよう、住民主体の活動をはじめ
とした多様な資源の充実に向けて地域づくりを応援する。

●ねらいは、高齢者の社会参加を通じた介護予防の促進や、多様な生活支援サービ
スの創出と幅広いため、活動やサービスは多様なラインナップが必要である。

●多様な活動やサービスの充実には、住民主体の活動、地域の団体、企業、専門職な

どの多様な主体が取り組むこと、そして協働で実施することが必要である。

地域づくり
（高齢者が安心して暮らし続ける地域を作っていく事業）



こんな地域だったらいいな
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地域住民が

どんな状態になっても

ふれあいの絆の中で

自らの能力を最大限に生かしながら

いきがいをもって

主体的に暮らし

尊厳が保持されている

つながり・ふれあいのある地域



・体が不自由になっても買い物や通院にでかけられる

・気軽に集まれる場所がある

・近所や仲間とつながりがある。

・身近な場所で趣味活動が続けられる

・困った時に「助けて」と言える。お互いさまだねと言

える地域である

・身近に相談できる人や場所がある

・社会貢献や役割を持てる機会がある

・健康維持ができる場所がある

・認知症になっても安心できる地域である
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【目指す地域像の基本的要素】



地域における高齢者の生活支援体制の整備を促進するため

（１）地域資源及び地域ニーズの把握並びに
「情報の見える化」の推進に関すること

（２）地域づくりにおける意識の統一に関すること

（３）資源開発
ア地域に不足する支援及びサービスの企画
イ支援及びサービスの担い手の育成

（４） ネットワークの構築
ア関係者間の情報共有
イサービス等提供主体間の連携体制の構築

（５）サービス等提供主体と地域ニーズのマッチング

12

地
域
で
暮
ら
し
る
続
け
る
た
め
の
支
え
合
い
を
発

見
し
伝
え
、
そ
の
意
味
を
共
有
す
る
と
と
も
に
地

域
に
新
た
な
支
え
合
い
を
み
ん
な
で
育
て
る
こ
と

を
目
指
す



生活支援体制整備の枠組み

13

１．地域で協働する基盤づくり

２．地域資源の
把握と地域課題

の抽出

①多様な参
加のきかっけ
づくり

３．地域資源の充実

②今ある活動
やサービス
の強化

③新たな活動
やサービスの

開発

生活支援コーディネーター
（調整役）

協議体



いちふく
（一色小学校区）

クローバーの笑・和・輪
（二宮小学校区）

たんぽぽささえたい
(山西小学校区 梅沢含む）

お互いさま推進協議会
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第１層協議体 → お互いさま推進協議会

町内全域。地域横断的な課題の抽出や資源の充実への取り組み。方向性の確認、地
域課題の整理

第２層協議体 → いちふく、クローバーの笑・和・輪、たんぽぽささえたい

住民に身近な地域で資源の充実を進めるために、関係主体が議論したり、協働での取
り組みを行ったりする。小学校圏域内での情報交換。
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地域で生活しているからこそ気づく、医療や介護では解決できないような困

りごとを住民主体で話しあう場であり、地域の皆さんが中心になり、地域を

元気にする場でもあります。

具体的には、地域の困りごとのはどのようなことがあるのか？その解決策

はあるのか？地域でできることはあるか？

他に地域資源やサービスの情報を共有したり、住民や事業所相互の連携を

深めたりします。
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協議体で話しあった内容や地域資源の情報を収集し、支援
を必要とする人や仲間に発信することも、協議体のメン
バー大切な役割の１つです。
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そんな地域づくりの調整をするのが、

資源の把握・創出・開発

ネットワークづくり

支援とニーズのマッチング

多様な主体による、多様な取り組みのコーディネートを行い、
住民主体の取り組みを支援していく
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協議体等ででた意見を実現
できるよう、
あるものを見つけて活かす
できる所から取り組む

役割：
〇地域に出ていく・地域の声を聞く、つながる、つなげる
〇既存の活動等に意味づけ・整理をする
〇活動や人をつなげて新たな資源を生み出す
〇どうしてもなければ新しく仕組み等を作る

町社協 松永敏幸



etc…

お店の方

民生委員
地区の方

介護事業所

町役場 社協

一緒に地域を考える仲間は、
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活動内容をみなさんに知ってもらうために
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活動内容をみなさんに知ってもらうために



・ちょっとした生活支援の必要性

・住民の見守り意識の醸成、気にかけあう意識

・深刻な地域課題（孤独死やニーズの潜在化）は少ない

・多世代への協力依頼（助け合い活動や認知症への理解・普及）

・地域には色々な活動をしている人・地縁組織・団体があるが、つな
がり、つなげることができていないこと

・担い手不足の問題→介護専門職も足りない？

・細かい地域（地区社協単位）ごとのニーズ把握（地域診断）

・生活支援情報へのアクセスのしにくさ（情報集約と可視化）

・移動困難者の支援→真のニーズはあるのか？

22
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話し合いの中から生まれた

町・社協のHP
にも掲載中

【 内容 】

■ 相談先

■ 通いの場（地域の居場所）

■ 家事

■ 宅配・弁当

■ 安否確認

■ 緊急対応

■ 認知症ケアパスとガイドブック

※ 二宮町生活支援サービスで検索！！
24
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利用者数 50名
（R6.12現在）
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対象者数 ４０名
（R6.12現在）
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さらに、
主体がどこ
なのかを、
発掘・発見

〇日常的な家事→買い物、掃除、調理等
〇安心 →自分のことを気にかけてくれる
〇外出 →通院や付き添い等
〇交流 →友人、隣近所、地域
〇その他 →非日常的な家事等



•見守り •声かけ •居場所づくり
（コミュニティ
カフェ等）
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困った人が
いると助け
てくれる人
です！

皆でラジ
オ体操。
で、その
後は、
イートイ
ンで盛り
上がるよ。

昼間はカ
ラオケ。近
所の人の
集まる場
です。

行くと誰か
がいる。マ
スターがい
つも迎えて
くれるんだ。

コーヒーで人
が集まってる。
民生委員さん
も来るよ。

昔からのお店で、
地域の情報ツウだ
よ。
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参考
厚生労働省資料
令和４年度 地域づくり加速化事業資料
さわやか福祉財団 広報ツール
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令和６年１２月作成



これまでの主な生活支援体制整備事業の実施状況について 

1 
 

日付 内容 
平成 28 年５月 協議体研究会（⺠生委員・ＮＰＯ・⽼⼈ホーム・デイサービス・リハビリ職・

包括・社協・行政） 
平行して一色小学校区再生協議会福祉部会 

平成 28 年８月 勉強会（一色小学校区と共催）  
さわやか福祉財団 永瀬 純治氏 

平成 29 年１月 勉強会（住⺠組織・商業者・介護事業所等）  
さわやか福祉財団 土屋 幸己氏 

平成 29 年４月 二宮町生活支援体制整備事業（介護保険法地域支援事業） スタート 
お互いさま推進協議会（第１層協議体）と一色小学校区福祉協議会 
（第２層協議体）立ち上げ 

平成 29 年５月 生活支援コーディネーターを地域包括支援センターに配置 
平成 29 年 12 月 「生活支援サービスファイル」が完成。通いの場（児童館等）に配架 
平成 30 年３月 地域の協議体の立ち上げに向けたワークショップ （⼭⻄地区住⺠組織・商

業者・介護事業所等）  
「地域特性を活かした地域づくり」  
大磯町地域包括支援センター 木内健太郎氏、岩本明子氏 

平成 30 年３月 生活支援サービス担い手養成研修の開催（住⺠向け） 
よこはま地域福祉研究センター 佐塚 玲子氏、吉川 典子氏 

平成 30 年４月 「市町村介護予防・生活支援サービス情報提供システム」への掲載（社会資
源データべース） 

平成 30 年７月 勉強会（住⺠・介護事業所等） 地域支え合いセミナー  
医療経済研究・社会保険福祉協会 服部 真治氏 

平成 30 年９月 「わがまち・にのみや」生活支援コーディネーターたより 第１号発行 
平成 30 年 10 月 ⼭⻄小学校区協議体（第２層協議体） 動き出し 
平成 30 年 12 月 二宮小学校区協議体（第２層協議体） 動き出し 
平成 30 年 12 月 ⼭⻄小学校区協議体の名称が決定「たんぽぽささえたい」 
平成 31 年４月 一色小学校区が再生協議会から独立し名称が決定「いちふく」 

コミュナルダイニングにて「いっぷく茶屋」を開始 
令和元年５月 二宮小学校区協議体の名称が決定「クローバーの笑・和・輪」 
令和元年７月 町内ベンチ調査の実施 
令和元年 12 月 神奈川県社協 アドバイザー派遣事業の活用 協議体のサポート 

東洋大学福祉社会デザイン学部社会福祉学科 ⼭本美香教授 
令和元年 12 月 一色小学校区地域再生協議会 移動(外出)支援検討部会 勉強会 

全国移動サービスネットワーク副理事⻑ 河崎⺠子氏 
 



これまでの主な生活支援体制整備事業の実施状況について 
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令和２年２月 一色小学校区地域再生協議会 移動(外出)支援検討部会 
(福)一燈会 メゾン二宮の車両を活用した「買い物ツアー」を実施 

令和２年４月 「富士見が丘１丁目 ほほえみの会」が発足 
令和２年９月 「生活支援サービスファイル簡易版」を作成 
令和３年 10 月 「地域の協議体とは」を作成 
令和３年 11 月 「令和３年度二宮町認定ドライバー養成講座」を開催 11 名の受講 
令和４年３月 「地域福祉課題共有セミナー」の開催  

田園調布学園大学⼈間福祉学部社会福祉学科 和 秀俊 准教授 
令和４年 11 月 「介護予防ボランティア養成講座」の開催（地域の中で自分でできること） 
令和４年 12 月 「令和４年度二宮町認定ドライバー養成講座」を開催 11 名の受講 
令和５年２月 「二宮町みまもりガイド」が完成 
令和５年４月 居宅介護支援事業所へ「ゴミ出し困難者の実態把握調査」の実施 
令和５年７月~ 令和５年度 生活支援コーディネーター研修等事業 

「地域支援プログラム」（県社協）にエントリー  
アドバイザー：駒澤大学文学部社会学科 川上 富雄教授 
２層協議体に向け、「地域防災・地域福祉と住⺠活動」をテーマに講演 

令和６年２月 「令和５年度二宮町認定ドライバー養成講座」を開催 1２名の受講 
受講者と介護事業所のマッチング 

令和６年４月 一色地区で通いの場への送迎を検討開始 
令和６年６月 二宮町高齢者移動支援事業（試行）が開始 
令和６年７月 令和６年度 生活支援コーディネーター研修等事業 

「地域支援プログラム」にエントリー 
令和 6 年８月 二宮町ごみ出しサポート収集事業（試行）が開始 
令和６年 12 月 一色小学校区 元気なコミュニティ協議会（ゲンコミ）生涯学習連続講座 

「通院・買物サポートの最新事例」 
全国移動サービスネットワーク副理事⻑ 河崎 ⺠子氏 


